
国
土
交
通
省
に
働
く
多
く
の

管
理
職
員
は
、
仕
事
と
処
遇
や

将
来
の
生
活
に
つ
い
て
の
不
満

や
不
安
と
要
求
を
持
ち
な
が
ら

も
、
管
理
職
員
だ
か
ら
と
い
う

こ
と
で
、
も
の
申
す
こ
と
も
出

来
ず
に
ひ
た
す
ら
耐
え
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
実
態
が
長
く
続

い
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
管
理

職
員
の
想
い
や
悩
み
を
ア
ン
ケ

ー
ト
で
把
握
し
て
、
こ
れ
ら
を

基
に
要
求
と
し
て
取
り
ま
と

め
、
国
土
交
通
省
、
人
事
院
、

内
閣
人
事
局
に
要
求
書
を
提
出

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出
さ
れ
た

切
実
な
「
想
い
」
や
「
声
」
を

示
し
な
が
ら
、
管
理
職
員
の
処

遇
改
善
を
追
及
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
定
年
退
職
者
の
退

職
前
の
６
級
昇
格
、
事
務
所
課

長
・
出
張
所
長
５
級
定
数
の
大

幅
増
、
強
制
的
・
組
織
的
な
「
若

年
勧
奨
」
の
中
止
、
管
理
職
経

験
の
あ
る
再
任
用
者
の
４
級
・

５
級
昇
格
、
管
理
職
特
別
勤
務

手
当
（
休
祭
日
勤
務
・
平
日
の

深
夜
に
勤
務
し
た
も
の
）
の
支

給
な
ど
要
求
を
前
進
さ
せ
て
き

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
内
閣
人
事
局
や
人

事
院
は
政
府
の
｢
人
も
給
与
も

減
ら
す
公
務
員
賃
金
の
総
抑
制

政
策
」
に
そ
っ
て
、
公
務
員
制

度
の
見
直
し
と
称
し
て
、
退
職

金
の
大
幅
引
き
下
げ
、
５
０
歳

台
後
半
の
職
員
の
給
与
引
き
下

げ
、
寒
冷
地
手
当
の
切
り
下
げ
、

昇
給
･
昇
格
の
抑
制
、
そ
し
て

職
場
の
実
態
を
無
視
し
た
定
員

削
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
倍
自
民
・
公
明
連

立
政
権
は
、
消
費
税
の
増
税
を

柱
に
国
民
生
活
を
大
き
く
切
り

下
げ
る
政
策
を
強
引
に
推
し
進

め
る
と
と
も
に
、
連
年
に
わ
た

る
定
員
削
減
の
為
、
国
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
や
技
術
と
経
験
の

継
承
が
進
ま
な
い
職
場
に
は
、

国
土
強
靱
化
政
策

と
消
費
税
増
税
に

よ
る
景
気
の
悪
化

を
回
避
す
る
こ
と

を
名
目
に
大
型
補

正
予
算
の
執
行
な

ど
を
押
し
つ
け
、

職
員
は
一
層
の
健

康
被
害
と
労
働
強

化
が
強
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

今
回
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
こ
う
し

た
業
務
執
行
上
で

の
問
題
点
、
将
来

の
生
活
設
計
な
ど

の
職
場
の
気
分
や

感
情
を
把
握
す
る

こ
と
も
目
的
の
一
つ
と
し
て
取

り
組
む
も
の
で
す
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
管
理
職

員
等
を
対
象
に
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
日
本
国
内
で
も

余
り
例
が
な
い
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
国
交
省
当
局
や
人
事
院

も
注
目
す
る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

職
場
で
は
次
か
ら
次
へ
と
難

局
が
押
し
寄
せ
過
重

な
業
務
に
追
い
た
て

ら
れ
、
将
来
も
見
通

せ
ず
、
沈
黙
と
閉
塞

感
が
蔓
延
し
て
い
ま

す
が
、
私
た
ち
は
こ

ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ

毅
然
と
し
て
職
場
の

意
志
を
示
す
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

管
理
職
員
等
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
、
ぜ
ひ
お

願
い
い
た

し
ま
す
。
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第10回管理職等アンケート

管理職員の声をアンケートに託そう
７月～８月に取り組み

あ
な
た
も

ユ
ニ
オ
ン
へ

国
土
交
通
省
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
国
土
交
通
省
（
旧
建
設
）
の
本
省
、
地
方
整
備
局
、
国
土
地

理
院
等
に
勤
務
す
る
管
理
職
員
等
を
対
象
に
、
１
９
９
８
年(

Ｈ
１
０
年)

の
結
成
以
来
、
２
年
に
１

回
「
管
理
職
等
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
１
０
回
目
の
取
り
組
み
と
し
て
、
７

月
か
ら
８
月
の
２
ヶ
月
間
取
り
組
み
ま
す
。

５
，
６
昇
格
、
深
夜
勤
務
手
当
新
設
な
ど

管
理
職
員
の
処
遇
改
善
実
現
の
力

年 計
1998 655
2000 932
2002 1343
2004 1532
2006 1632
2008 1827
2010 1888
2012 2058
2014 1957

管理職アンケート
集約数

当
局
、
人
事

院
も
注
目

前
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
特
集
号



東
北
支
部
は
、
６
月
１
１

日(

土)

に
第
１
８
回
定
期
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
会

に
は
、
代
議
員
や
来
賓
等
含

め
１
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
な
議
論
は
、
休
日
等
に

お
け
る
災
害
対
策
、
コ
ン
パ

ク
ト
＆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
動

き
、
一
人
出
張
所
が
増
え
て

い
る
問
題
、
機
械
職
、
電
通

職
の
減
少
、
職
員
の
技
術
力

の
低
下
、
再
任
用
で
、
出
張

所
勤
務
者
の
実
現
、

パ
ワ
ハ

ラ
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
勧
め
る
動
き
、

テ

ッ

ク

フ

ォ

ー

ス

、

危

機

管

理

の

問

題

な

ど

が

議

論

さ

れ

ま

し

た
。北

陸
支
部
は
、
６
月
１
１

日
、
第
１
９
回
定
期
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
代
議
員
、
役

員
、
来
賓
な
ど
２
４
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

主
な
意
見
で
は
、
防
災
業

務
計
画
書
の
班
体
制
は
、
組

織
人
員
が
減
っ
て
歪
と
な
っ

て
お
り
班
体
制
が
構
成
で
き

な
い
。

再
任
用
者
が
多
い
が

超
勤
さ
せ
ら
れ
な
い
と
い
う

問
題
。
再
任
用
者
の
超
勤
確

保
は
災
害
対
応
の
み
で
要
求
。

配
転
関
係
で
は
、
業
務
と

生
活
を
無
視
し
た
コ
ロ
コ
ロ

配
転
が
相
変
わ
ら
ず
横
行
。

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、
工
務
課
に
新
採
を
集

中
さ
せ
て
い
る
。
な
ど
の
実

態
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

近
畿
支
部
第
１
９
回
定
期

大
会
は
、
６
月
１
１
日
（
土
）

大
阪
市
内
で
、
代
議
員
・
来

賓
・
役
員
な
ど
５
０
名
の
参

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
意
見
と
し
て
、
厳
し

い
出
張
所
の
実
態
や
若
年
層

の
国
交
省
離
れ
の
問
題
。

増
員
な
し
で
職
場
は
廻
ら

な
い
。
待
っ
た
な
し
の
状
態

で
あ
る
と

い
っ
た
点

が
多
く
出

さ
れ
ま
し

た
。九

州
支
部
は
、
６
月
４
日

（
土
）
、
第
１
９
回
支
部
定

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
は
熊
本
地
震
の
対
応

が
継
続
し
て
い
る
中
で
の
大

会
開
催
で
も
あ
り
、
奮
闘
す

る
職
場
の
状
況
報
告
が
あ
り

ま
し
た

管
理
職
の
み
な
ら
ず
全
て

の
職
員
が
疲
弊
し
な
が
ら
も

安
全
・
安
心
な
国
民
生
活
の

復
旧
・
復
興
の
た
め
に
強
い

意
志
で
業
務
に
あ
た
っ
て
い

る
こ
と
と
、
そ
の
反
面
、
病

気
休
養
者
者
発
生
や
交
通
事

故
発
生
も
起
き
て
お
り
職
員

の
安
全
を
守
る
こ
と
の
重
要

性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

再
任
用

者
の

働
き

方
に
つ
い

て

も
多
く

の
議
論
が

あ

り
ま
し

た
。

管
理
職
員
の
要
求
を
根
こ
そ
ぎ
組
織
し
、

処
遇
改
善
と
増
員
要
求
実
現
を
！

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
各
支
部
で
は
、
５
月
２
８
日
～
２
９
日
の
全
国
大
会
終
了
後
、
定
期
大

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
各
支
部
大
会
の
報
告
を
し
ま
す
。

職場は劇的に変
化。強まる管理
職への労働強化

東北支部

役職名 氏名 事務所・役職名
執行委員長 加藤桂一 福島 計画課長
副執行委員長 藤原孝徳 山形 工務第一課長
〃 渡邉茂徳 北上 品質確保課長
事務局長 鳥屋部勝弘 岩手 用地第一課長
事務局次長 大槻金二 専従

東北支部役員名簿

役職名 氏名 事務所・役職名
執行委員長 野口　和洋 熊本　 防災課長
副執行委員長 神野　隆司 川内川　 工務課長
〃 沼田　英昭 建政部　 課長補佐
事務局長 山下　正昭 九州技術　維持管理技術課長
事務局次長 堀之内幸昌 鹿児島国道　建設専門官

九州支部役員名簿

歪な職員構成、
再任用のあり方
に問題！

北陸支部

役職名 氏名 事務所・役職名
執行委員長 金子　雄司 新潟国道 　品確課長
副執行委員長 河瀬　幸一 専従
〃 喜多　　昇 新潟国道 　指導官
〃 土肥　和広 富山　指導官
〃 森田　義一 阿賀川　 塩川出張所長
〃 大井　哲哉 信濃川下流　 管理課長
事務局長 羽深　圭一 長岡国道　　工務課長
事務局次長 原　　俊彦 阿賀川　 工務課長

北陸支部役員名簿

ユニオンの運動
に確信を持ち「増
員」の実現を！

近畿支部

近畿支部役員名簿
役 職 氏 名 事務・所役職名

委員長 片山 則哲 近畿技術 課長

副委員長 田島 利雄 京都国道 出張所長

〃 高村 裕一 大阪国道 副所長

〃 深澤 洋二 淀川 総括保全官

〃 西村 政司 淀川 課長

〃 今江 悟 琵琶湖 課長

事務局長 小原 良一 淀川 課長

事務局次長 荒木 孝朋 兵庫国道 指導官

大会の様子

▲活発な討論が展開中

職員の安全守り早
期の復旧・復興
に奮闘！

九州支部

紙
面
の
都
合
で
本
号
に
掲
載
出

来
な
か
っ
た
支
部
に
つ
い
て
は

次
号
以
降
に
掲
載
し
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。


